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１．人 口
●　人口は令和32（2050）年には60万人を割る見込み

● 生産年齢人口及び年少人口の割合が減少し、老年人口の割合が増加している

資料）国勢調査、秋田県年齢別人口流動調査、R７以降は社会保障・人口問題研究所

資料）国勢調査、秋田県年齢別人口流動調査、R７以降は社会保障・人口問題研究所
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● 出生数は、平成７年に１万人を割った後も減少を続け、令和４年には４千人を割った
● 合計特殊出生率は、全国平均を下回っている

● 近年は減少傾向にある

資料）人口動態統計

令和４年 　出生数　3,992人
　　　　　 合計特殊出生率　1.18　（秋田県）
　　　　　 　　　　　　　　1.26　（全国）　

（合計特殊出生率）

 ≪ 出生数・合計特殊出生率 ≫ 
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２．生活保護
 ≪ 被保護率、被保護人員・世帯 ≫ 

（‰）

（人・世帯）

資料）地域・家庭福祉課

令和４年 　被保護世帯　10,673世帯
　　　　　 被保護人員　13,045人
　　　　　 被保護率　　14.0‰　
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● 高齢化率は上昇を続け、2040（令和22）年には45％を超える見込み　　　　　

３．高 齢 者

● 高齢者のいる世帯数は年々増加している

資料）国勢調査、総務省人口推計、秋田県年齢別人口流動調査、 R７以降は国立社会保障・人口問題研究所

注）　「単身世帯」は高齢者のひとり暮らし世帯、「夫婦世帯」は高齢者のみの世帯。割合は総世帯数に占める割合。　（資料）国勢調査　

推 計
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（注）第１号被保険者と第２号被保険者の合計　　（資料）介護保険事業状況報告（各年４月現在）
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要支援 要介護1 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

● 要支援・要介護認定者は、制度開始時に比べ約2.5倍に増加している

● 居宅サービス受給者は、制度開始時に比べ約４倍に増加している

注）居宅サービス受給者：居宅介護（介護予防）サービス受給者数と地域密着型（介護予防）サービス受給者数の合計
資料）介護保険事業状況報告（各年４月現在）　　ただし、平成24年4月利用分からは地域密着型介護老人福祉サービスを除いて計上
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　　　 居宅サービス受給者数
　　　 施設サービス受給者数
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● 肢体不自由が最も多く、半数以上を占めている

４．障 害 者 

● 全体の半数程度が重度以上の障害を有している

1,843 2,011 2,247 2,366 2,427 2,534 2,578 2,590 2,832 2,812 2,744 

1,793 1,868 1,801 1,837 1,932 1,960 1,993 1,948 1,818 1,894 2,073 

2,717 
2,722 2,695 2,642 2,625 2,566 2,596 2,676 2,829 2,816 2,656 

1,137 
1,197 1,197 1,162 1,125 1,116 1,178 1,348 1,184 1,203 1,265 

570 
586 492 554 578 581 582 413 431 430 437 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

9,000 

10,000 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

軽度 中度 重度 最重度 重症心身

（人）

（人）

資料）障害福祉課
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令和５年の秋田県の障害者雇用数：2,825.0人

● 雇用率は過去最高を更新し、全国よりも高い水準となっている

● 精神障害者は、気分障害（うつ病等）などを中心に増加傾向にある
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６
資料）厚生労働省秋田労働局 R5.12.22 令和5年障害者雇用状況の集計結果　　※全国数値との比較のため、民間企業データのみ



● 三大死因による死亡数が全体の半数程度を占めている

５．健  康

● がん及び脳血管疾患の死亡率が全国第１位となっている

区分 が  ん 脳血管疾患 心疾患

秋田県の状況 460.0（１位） 169.9（１位） 228.8（１３位）

全 国 平 均 316.1 88.1 190.9

全国の状況
(高率県)

①秋 田（460.0） ①秋 田（169.9） ①山　口（272.4）

②青　森（421.6） ②岩　手（165.2） ②愛　媛（266.4）

③北海道（399.0） ③山　形（133.4） ③高　知（259.6）

資料）人口動態統計

（率・人口10万人対）
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資料）人口動態統計

（人）12,026 13,061 15,37914,288 14,642 14,856 14,824 15,096 14,794 15,244 15,425 15,434 15,784

 ≪ 死因別の死亡数 ≫ 

 ≪ 令和４年三大死因の状況 ≫ 

16,019

７

17,256



● 全国と比べると、依然として高い水準で推移している

● 減少傾向にある

資料）国民健康・栄養調査、県民健康・栄養調査

 ≪ 自殺率 ≫ 

 ≪ 食塩摂取量の状況 ≫ 

８

3.8 4.6

6.9 6.2

11.8
6.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２４ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ４

不詳

６０歳以上

４０～５９歳

４０歳未満

資料）人口動態統計

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

秋
田

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

全
国

11.3 11.1

10.6

10.1
11.2

10.4
9.9

8

9

10

11

12

平成18年 平成23年 平成28年 令和4年

秋田県

全国

（g）

【自殺率（人口10万人あたり）】



● 減少傾向にあり、特に令和４年において大きく減少している

● 特に30歳代～50歳代男性の喫煙率が高い

資料）健康づくりに関する調査（秋田県）（令和３年度）

資料）県民健康・栄養調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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※受診率の算定対象年齢は、「がん対策推進基本計画」及び「がん予防重点教育及びがん検診実施のための指針」に基づき、
　40～69歳（胃がん検診は50～69歳、子宮頸がんは20～69歳）としている。

● 全国平均を下回っている

● 多くの部位で減少傾向にある

資料）国民生活基礎調査

資料）特定健康診査・特定保健指導の実施状況

55.8 

48.8 

57.2 

46.3 
48.4 

52.3 
50.3

55.4

45.9 46.3

20 

30 

40 

50 

60 

胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸がん 乳がん

R1

R4

％

43.2% 44.7% 46.2%
47.6% 48.6% 50.1%

51.4% 53.1% 54.7% 55.6%
53.4%

56.2%

37.5%
40.9% 41.3% 41.6%

44.0%
46.5% 46.4% 48.6% 49.8%

51.7%
48.9%

53.5%

25%

35%

45%

55%

65%

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

全国

秋田県

 ≪ 特定健診受診率 ≫ 

 ≪ がん検診受診率 ≫ 

10



2,217 
2,239 

2,278 2,307 2,320 2,308 
2,355 

2,384 
2,413 2,444 2,438 

188.5 193.2 
200.9 

208.2 
213.6 217.1 

227.1 

236.0 

246.0 

254.7 

262.2 

206.1 
211.7 

217.5 
224.5 

230.4 237.8 

244.9 
251.7 

258.8 

269.2 274.7 

1,500 

1,600 

1,700 

1,800 

1,900 

2,000 

2,100 

2,200 

2,300 

2,400 

2,500 (人)

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4

150.0

170.0

190.0

210.0

230.0

250.0

270.0

290.0

実数 秋田県 人口10万人対 秋田県 人口10万人対 全　国

６．医  療

● 医師数は増加傾向にあったが、令和４年に減少に転じ、全国平均を下回っている

資料）医師・歯科医師・薬剤師統計（隔年12月末現在）

 ≪ 医療施設数 ≫ 

 ≪ 医師数 ≫ 
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● 診療所数は横ばい、病院、歯科診療所数は緩やかな減少傾向にある　　

資料）医療施設調査（各年１０月１日現在）

（箇所）



295 290 302 305 295 305 312 328 342 322 309 284 

7,181 7,511 
8,021 

8,521 
9,016 

9,396 
10,001 

10,431 
10,922 

11,311 11,554 11,767 

3,915 3,826 3,725 3,811 3,683 3,577 3,461 3,374 3,303 
3,148 2,904 

2,591 

539 522 527 509 513 530 508 565 569 585 619 625 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

H12 H14 H16 H18 H20 Ｈ22 H24 H26 H28 H30 R2 R4

助産師

看護師

准看護師

保健師

● 看護師数は増加傾向にあるが、看護職員全体では令和４年に減少に転じた

資料）衛生行政報告例
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資料）医師・歯科医師・薬剤師統計（隔年12月末現在）

（人口10万対）

● 秋田周辺地域が最も多く、地域偏在が顕著になっている　　　　

（人）

 ≪ 地域別（旧二次医療圏別）医療施設従事医師数 ≫ 

 ≪ 医療従事者数 ≫ 
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７．新秋田元気創造プラン（健康福祉部関連）

健康寿命日本一の実現

【 特定健診・がん検診の受診の促進 】

特定健診・がん検診の意義と必要性に関する普
及啓発

かかりつけ医師・歯科医師・薬剤師等による受
診勧奨の促進

ＩＣＴを活用した健（検）診予約システムの整
備の促進　等

【 高齢者の健康維持と生きがいづくり 】

適切な食生活や運動によるフレイル予防の普及
啓発と人材育成への支援

健康運動指導士等による体力づくりのための出
前講座等の実施

市町村等による高齢者の自立支援・介護予防等
に向けた取組への支援　等

安心で質の高い医療の提供

【 医療を支える人材の育成・確保 】

大学等と連携した若手医師キャリア形成支援体制の充実

女性医師の離職防止や復職・キャリアアップへの支援

医療機関における勤務環境の改善に向けた取組への支援　等

 ≪ 健康・医療・福祉戦略 ≫ 

【 健康づくり県民運動の推進 】

秋田県健康づくり県民運動推進協議会を中
心とした健康づくりの気運の醸成

デジタル教材等を活用した小中学生向けの
健康教育の実施

県版健康経営優良法人認定制度の普及によ
る企業等の健康経営の促進   等

【 生活習慣の改善に向けた意識改革と行動変
容の促進 】

「秋田スタイル健康な食事」の普及・定着
による食習慣の改善

ウォーキングアプリ等を活用した県民参加
型の健康イベントの開催　等
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【 広大な県土に対応した三次医療機能の整備 】

県北地区における地域救命救急センターの整備
　  の促進

遠隔画像システムの導入による病院間における
　  急性期診療ネットワークの構築　等

【 新興感染症等に対応できる医療提供体制の確保 】

大学との連携による感染症専門人材の養成　等

高齢者と障害者の暮らしを支える体制の強化

【 高齢者の自立支援と介護予防・重度化防止の推進 】

多職種が連携して支える自立支援型地域ケア会議
　  の活性化への支援　等

【 認知症の人と家族を地域で支える体制づくり 】

認知症の人と家族のニーズを地域の支援者につな
　  ぐ「チームオレンジ」の取組の促進　等

【 障害者の地域生活と社会参加に向けた環境づくり 】

障害への差別・偏見の解消に向けた　　　　　　　　　　
「こころのバリアフリー」の推進

医療的ケア児者の地域生活への支援　等

【 地域医療の提供体制の整備 】

人口減少下における安定的な医療提供のため
の機能分化・連携の促進

医療のデジタル化に向けたオンライン診療の
活用モデルの構築　等

【 総合的ながん対策・循環器病対策の推進 】

がん診療連携拠点病院等を中心としたがん診
療提供体制の強化

高度な不整脈治療を集中的に行う医療機関の
設備整備への支援　等

【 介護・福祉人材の確保・育成と労働環境の改
善の促進 】

職員の負担軽減等に向けた介護ロボットや
　 ＩＣＴの導入の促進

職員の処遇改善等に向けた介護サービス事業
所認証評価制度の普及　　等

【 介護・福祉基盤の整備 】

介護サービス事業者の法人間連携への支援　
等

【 医療・介護・福祉の連携の促進 】

地域の実情に即した地域包括ケアシステム構
築への支援　等
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誰もが安全・安心を実感できる地域共生社会の実現

【 包括的な相談支援体制の整備 】

複雑化・多様化した福祉ニーズに対応する
市町村の重層的支援体制の整備の促進　等

【 総合的な自殺予防対策の推進 】

民・学・官・報の連携強化による誰も自殺
に追い込まれることのない社会の実現に向
けた取組　等

【 児童虐待防止対策と里親委託の推進 】

児童相談所の機能を補完する児童家庭支援
センターの設置

里親の開拓から養育開始後のサポートまで
の一環した支援　等

結婚・出産・子育ての希望がかなう社会の実現

【 安心して出産できる環境づくり 】

不妊に悩む夫婦や不妊治療を受ける夫婦に対する相談・支援

周産期母子医療センターの運営や施設・設備整備への支援　等

【 子どもの貧困対策の推進と生活困窮者の自立に
向けた支援 】

ひとり親家庭の子どもの養育費に関する広報と
相談体制の強化　等

【 ひきこもり状態にある人を支える体制づくり 】

ひきこもり相談支援窓口の体制の整備や機能強
化への支援　等

【 多様な困難を抱える人への支援 】

ケアラーの負担軽減に向けた相談支援体制の充
実

依存症に関する正しい知識の普及啓発と相談支
援を行う人材の育成　等
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 ≪ 未来創造・地域社会戦略 ≫ 


